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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被加熱物を加熱する加熱コイルと、
　前記加熱コイルに冷却風を供給する冷却ファンと、
　前記加熱コイルを駆動する回路ユニットと、
　前記加熱コイルの巻線端末と前記回路ユニットから引き出した中継リード線とを電気的
に接続する接続部が載置された基台と、前記接続部に接続される前記巻線端末及び前記中
継リード線の受け入れ用の接続用開口を除いて前記接続部の周囲を囲むようにして前記基
台から立ち上がり、前記冷却ファンからの冷却風を前記接続部に対して遮断する壁部とを
有する中継端子台と、
　前記加熱コイル、前記冷却ファン、前記回路ユニット及び前記中継端子台を収容する本
体と、
　前記本体内を上部空間と下部空間とに仕切り、前記上部空間に配置された前記加熱コイ
ルと対向する位置に開口が形成された水平仕切り板とを備え、
　前記冷却風の主流が、前記下部空間に配置された前記回路ユニットを通過後、前記水平
仕切り板の前記開口から前記上部空間に流入して前記加熱コイルに向けて噴出された後、
前記本体の排気口に向かう流路が形成され、
　前記中継端子台は、前記水平仕切り板の前記開口の上方を避けた前記上部空間内の位置
であって、前記加熱コイルから前記排気口に向かう前記冷却ファンからの冷却風の主流が
通過しない位置に配置されていることを特徴とする加熱調理器。
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【請求項２】
　前記中継端子台は、前記接続用開口が風下側に向けて開口するように配置されているこ
とを特徴とする請求項１記載の加熱調理器。
【請求項３】
　前記中継端子台の前記接続部は、前記加熱コイルの巻線端末の一端と前記回路ユニット
から引き出した２本の中継リード線のうちの一方とを接続する第１接続部と、前記加熱コ
イルの巻線端末の他端と前記回路ユニットから引き出した２本の中継リード線のうちの他
方とを接続する第２接続部とを有し、前記中継端子台の前記基台は、前記第１接続部と前
記第２接続部との間から立ち上がる短絡防止用の壁を有することを特徴とする請求項１又
は請求項２記載の加熱調理器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、加熱調理器に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来より、加熱コイルの巻線端末と加熱コイルを駆動する回路ユニットから引き出した
中継リード線とを中継端子台にて接続するようにした加熱調理器がある（例えば、特許文
献１参照）。この特許文献１の加熱調理器では、本体内に流入した冷却風の流路上におい
て加熱コイルの風上側に中継端子台を配置している。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００２－１９８１６４号公報（請求項１、図２）
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、中継端子台を上記の配置とすると、冷却風が本体内に流入した後の言わ
ば早い段階で中継端子台を通過することになるため、冷却風に含まれる埃や油煙の粒子と
いった塵埃等が中継端子台に付着しやすい。従って、中継端子台の電気的な接続部分に塵
埃等が堆積していった場合、短絡等の不都合が生じる可能性があるという問題があった。
【０００５】
　本発明はこのような点に鑑みなされたもので、中継端子台への塵埃付着を抑制すること
が可能な加熱調理器を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明に係る加熱調理器は、被加熱物を加熱する加熱コイルと、加熱コイルに冷却風を
供給する冷却ファンと、加熱コイルを駆動する回路ユニットと、加熱コイルの巻線端末と
回路ユニットから引き出した中継リード線とを電気的に接続する接続部が載置された基台
と、接続部に接続される巻線端末及び中継リード線の受け入れ用の接続用開口を除いて接
続部の周囲を囲むようにして基台から立ち上がり、冷却ファンからの冷却風を接続部に対
して遮断する壁部とを有する中継端子台と、加熱コイル、冷却ファン、回路ユニット及び
中継端子台を収容する本体と、本体内を上部空間と下部空間とに仕切り、上部空間に配置
された加熱コイルと対向する位置に開口が形成された水平仕切り板とを備え、冷却風の主
流が、下部空間に配置された回路ユニットを通過後、水平仕切り板の開口から上部空間に
流入して加熱コイルに向けて噴出された後、本体の排気口に向かう流路が形成され、中継
端子台は、水平仕切り板の開口の上方を避けた上部空間内の位置であって、加熱コイルか
ら排気口に向かう冷却ファンからの冷却風の主流が通過しない位置に配置されているもの
である。
【発明の効果】
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【０００７】
　本発明に係る加熱調理器は、中継端子台の基台の周囲に、基台上に設けた接続部に対し
て冷却ファンからの冷却風を遮断する壁部を設けたので、冷却風に含まれる塵埃等が接続
部に付着することを抑制できる。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】本発明の一実施の形態に係る加熱調理器の斜視図である。
【図２】図１の加熱調理器の天板を取り外した状態の本体内部を示す平面図である。
【図３】図２のＡ－Ａ断面図である。
【図４】図２のＢ－Ｂ断面図である。
【図５】図１の加熱コイルユニットの保持台と中継端子台とを示す斜視図である。
【図６】図５の加熱コイルユニットに設けた中継端子台に加熱コイルの巻線端末と中継リ
ード線とを接続した状態を示す斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　図１は、本発明の一実施の形態に係る加熱調理器の斜視図である。図２は、図１の加熱
調理器の天板を取り外した状態の本体内部を示す平面図である。図３は、図２のＡ－Ａ断
面図である。図４は、図２のＢ－Ｂ断面図である。
【００１０】
　本発明の実施の形態の加熱調理器は、加熱調理器本体１（以下、「本体１」と称す）と
、本体１の上面開口を塞ぐ天板２と、天板２を支持する上枠３とを備えている。天板２の
下方には、天板２に載置された金属製鍋等の被加熱物Ｎを誘導加熱するための右側の加熱
コイルユニット６０と、左側の加熱コイルユニット６１と、電気輻射熱で加熱する後方中
央の電気ヒータ、例えばラジエントヒータと呼ばれる中央加熱源７とが配置されている。
【００１１】
　天板２は、全体が耐熱強化ガラスや結晶化ガラスなどの赤外線を透過させる半透明な材
料からなり、上枠３の開口部の形状に合わせて長方形又は正方形に形成されている。天板
２の上面には、加熱コイルユニット６０、６１と中央加熱源７の位置を示す案内マーク６
ＬＭ（図１では被加熱物Ｎにより隠れた位置にある）、６ＲＭ、７Ｍが、それぞれ表示さ
れている。また、天板２の左右方向の中央部で、前後方向の前側には、統合液晶表示部１
００が設けられ、その統合液晶表示部１００の左右に操作部１１０Ｌ、１１０Ｒ及び液晶
表示部１１１Ｌ、１１１Ｒが設けられている。統合液晶表示部１００は、左右の加熱コイ
ル６ＬＣ、６ＲＣ、中央加熱源７及びグリル加熱室９のヒータ等の通電状態（火力や時間
等）を入力したり、確認することができる。操作部１１０Ｌ、１１０Ｒは、加熱コイル６
ＬＣ、６ＲＣの出力調整を指示するためのユーザ操作可能な操作部である。液晶表示部１
１１Ｌ、１１１Ｒは、操作部１１０Ｌ、１１０Ｒにて設定された出力やその他各種情報が
表示される表示部である。
【００１２】
　天板２を支持する上枠３において天板２の後方側には、吸気口２０Ａ及び排気口２０Ｂ
が設けられている。排気口２０Ｂ内には、後述のグリル加熱室９に連通する排気ダクト１
１の排気口２０Ｃが位置している。排気口２０Ｂにおいて排気口２０Ｃ以外の部分は本体
１部内を冷却した冷却風の排気口となる。天板２の後方側に形成されたこれらの開口の上
には、全体に亘り複数の小さな連通孔が形成された金属製平板状のカバー３０が着脱自在
に載せられている。
【００１３】
　本体１の前面左側にはグリル加熱室９のドア１０が設けられ、ドア１０の奥には、グリ
ル加熱室９が設けられている。グリル加熱室９はドア１０が閉じられた状態では、略独立
した密閉空間になっているが、グリル加熱室９は図４に示すように、排気ダクト１１を介
して本体１の外部空間、つまり台所等の室内空間に連通している。また、本体１の前面右
側には加熱コイルユニット６０に設けた加熱コイル６ＲＣ、加熱コイルユニット６１に設
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けた加熱コイル６ＬＣ及び中央加熱源７の通電とその通電量等を制御するための前面操作
部１２０が設けられている。
【００１４】
　本体１の前面操作部１２０の奥側には加熱コイル６ＲＣ、６ＬＣを駆動する回路ユニッ
ト４０が配置され、回路ユニット４０の更に奥側には冷却ファン５０が配置されている。
回路ユニット４０内には、右側の加熱コイル６ＲＣの駆動回路が実装された第１のプリン
ト基板４１と左側の加熱コイル６ＬＣの駆動回路が実装された第２のプリント基板４２と
が上下２層に配置されている。第１のプリント基板４１及び第２のプリント基板４２には
更に、中央加熱源７とグリル加熱室９のヒータ１２、１３の駆動回路や、その他誘導加熱
調理器全体を制御するための各種電気部品等も実装されている。
【００１５】
　次に、加熱コイルユニットの構成について説明する。図５は、図１の加熱コイルユニッ
トの保持台と中継端子台とを示す斜視図である。図６は、図１の加熱コイルユニットに設
けた中継端子台に、加熱コイルの巻線端末と中継リード線とを接続した状態を示す斜視図
である。加熱コイルユニット６０と加熱コイルユニット６１の構成は同じであるため、以
下では加熱コイルユニット６０を代表してその構成を説明する。
　加熱コイルユニット６０は、加熱コイル６ＲＣと、加熱コイル６ＲＣを保持する保持台
６２と、ねじ等の固定手段により保持台６２に固定された中継端子台７０とを備えている
。中継端子台７０は、加熱コイル６ＲＣの巻線端末６Ａ、６Ｂと、加熱コイル６ＲＣの駆
動回路に接続された中継リード線４３とを電気的に接続するためのもので、以下の構成を
有している。
【００１６】
　中継端子台７０は、樹脂製の基台７１と、第１接続部７２Ａ及び第２接続部７２Ｂと、
壁部７３とを備えている。第１接続部７２Ａ及び第２接続部７２Ｂは、板状の導電性金属
部材で構成され、基台７１の上面にねじ留め等の固定手段により固定されている。第１接
続部７２Ａは、図６に示すように加熱コイル６ＲＣの巻線端末の一端６Ａと回路ユニット
４０から引き出した２本の中継リード線４３のうちの一方４３Ａとを接続固定する。また
、第２接続部７２Ｂは、加熱コイル６ＲＣの巻線端末の他端６Ｂと中継リード線４３の他
方４３Ｂとを接続固定する。これらの接続により、加熱コイル６ＲＣと加熱コイル６ＲＣ
の駆動回路とが接続される。加熱コイル６ＬＣと加熱コイル６ＬＣの駆動回路との接続も
同様である。なお、接続固定の方法は特に限定するものではなく、電気的に接続できれば
任意に選択できるものである。また、第１接続部７２Ａ及び第２接続部７２Ｂは互いに離
間して配置されており、第１接続部７２Ａ及び第２接続部７２Ｂ間には基台７１から立ち
上がる短絡防止用の壁７５が形成されている。
【００１７】
　壁部７３は、基台７１の周囲から第１接続部７２Ａ及び第２接続部７２Ｂを取り囲むよ
うに立ち上がって形成され、冷却ファン５０からの冷却風を第１接続部７２Ａ及び第２接
続部７２Ｂに対して遮断する。壁部７３の一部には、加熱コイル６ＲＣの巻線端末６Ａ、
６Ｂと中継リード線４３とを受け入れるための接続用開口７４が形成されている。この例
では、略矩形状に構成した基台７１の周囲４面のうちの３面を壁部７３で取り囲み、残り
１面全体を開放することで接続用開口７４を形成しているが、この構成に限られたもので
はない。
【００１８】
　次に、加熱調理器内の冷却風の流れについて図２～図４を参照して説明する。冷却ファ
ン５０が駆動されると、外部の空気が矢印Ｙ１に示すように吸気口２０Ａから本体１内部
に吸引され、矢印Ｙ２に示すように回路ユニット４０内部を通過して回路ユニット４０を
冷却する。回路ユニット４０を冷却後の冷却風は、矢印Ｙ３に示すように上方に向かう。
【００１９】
　本体１内において回路ユニット４０やグリル加熱室９等が配置された下部空間と、加熱
コイルユニット６０、６１等が配置された上部空間とは水平仕切り板８０にて仕切られて
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おり、回路ユニット４０を通過後の冷却風は、水平仕切り板８０に形成された開口８１を
介して上部空間内に流入する。上部空間内に流入した冷却風の一部は矢印Ｙ４に示すよう
に加熱コイル６ＲＣに向けて噴出され、加熱コイル６ＲＣの下面に衝突して加熱コイル６
ＲＣを冷却する。回路ユニット４０内部を冷却後の残りの冷却風は、風向マークＭ５（図
２では矢印Ｍ５）に示すように、加熱コイル６ＲＣの下方を右側から左側に向けて流れる
。加熱コイル６ＲＣの下方を右側から左側に向けて流れた冷却風は、矢印Ｙ６に示すよう
に加熱コイル６ＬＣに向かって流れる。
【００２０】
　加熱コイル６ＬＣに向かって流れた冷却風の一部は、矢印Ｙ７（図４）に示すように加
熱コイル６ＬＣに向けて噴出され、加熱コイル６ＬＣの下面に衝突して加熱コイル６ＬＣ
を冷却する。加熱コイル６ＬＣに向けて流れた冷却風の残りの冷却風は、図４の風向マー
クＭ８（図２においては矢印Ｍ８）に示すように加熱コイル６ＬＣの下方を右側から左側
に向けて流れた後、矢印Ｙ９に示すように本体１後部に設けて流れ、排気口２０Ｂから外
部に排出される。
【００２１】
　矢印Ｙ１０に示すように中央加熱源７に向けて流れた冷却風も中央加熱源７を冷却した
後、排気口２０Ｂから外部に排出される。なお、加熱コイル６ＲＣ及び加熱コイル６ＬＣ
に向けて噴出された冷却風は、加熱コイル６ＲＣ及び加熱コイル６ＬＣの上面と天板２と
の間を通過して図２の実線矢印に示す経路で送風され、排気口２０Ｂから外部に排出され
る。
【００２２】
　ここで、本発明は中継端子台７０の第１接続部７２Ａ及び第２接続部７２Ｂに対する塵
埃付着を抑制することを目的としており、そのための構成について以下にまとめて記載す
る。以下の説明において、適宜、右側の中継端子台７０を７０Ｒとし、左側の中継端子台
７０を７０Ｌとする場合がある。
（１）中継端子台７０自体の構造
　基台７１の周囲から立ち上がる冷却風遮断用の壁部７３を設けており、この壁部７３に
より、冷却風を第１接続部７２Ａ及び第２接続部７２Ｂに対して遮断することができる。
よって、冷却風に含まれる塵埃等が第１接続部７２Ａ及び第２接続部７２Ｂに付着するこ
とを抑制できる。その結果、塵埃等が第１接続部７２Ａ及び第２接続部７２Ｂに跨って堆
積し、両接続部７２Ａ、７２Ｂが短絡するといった事態を防止できる。
【００２３】
（２）中継端子台７０の配置
（２－１）中継端子台７０を冷却風の主流が通過する流路外に位置するように配置
　本体１内の上部空間に流入した冷却風の主流は、加熱コイルユニット６０、６１の保持
台６２の下面側を図２の実線矢印に示すように流れる流れであり、この主流流路上の各構
成部材には、冷却風に含まれる塵埃が付着する可能性がある。従って、右側の中継端子台
７０Ｒを、図２に示すように加熱調理器を平面的に見たときに冷却風の主流が通過する流
路外に配置している。
　このように配置することにより、冷却風の主流が中継端子台７０Ｒを通過しないため、
冷却風に含まれる塵埃等が中継端子台７０の第１接続部７２Ａ及び第２接続部７２Ｂに付
着することを抑制できる。その結果、塵埃等が第１接続部７２Ａ及び第２接続部７２Ｂに
跨って堆積し、両接続部７２Ａ、７２Ｂが短絡するといった事態を防止できる。なお、左
側の中継端子台７０Ｌについても、同様に冷却風の主流が通過する流路外に配置すること
が望ましいが、本体１内の流路構成上、困難であり、このような場合には、次の配置を採
用すればよい。
【００２４】
（２－２）加熱コイルよりも風下側に中継端子台７０を配置
　加熱コイル６ＬＣに対する冷却風の主流は、図２に示すように矢印Ｍ８、Ｙ９の流れで
あり、その冷却風の風下側に中継端子台７０Ｌを配置している。
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　このように配置することにより、冷却風が本体１内に流入した後の遅い段階で中継端子
台７０を通過することになる。言い換えれば、冷却風が他の箇所を通過した上で中継端子
台７０に到達する構成であるので、中継端子台７０Ｌに到達するまでの間に、塵埃等は他
の箇所へ付着して冷却風中から除去される。従って、塵埃等が中継端子台７０Ｌの第１接
続部７２Ａ及び第２接続部７２Ｂに付着することを抑制できる。その結果、塵埃等が第１
接続部７２Ａ及び第２接続部７２Ｂに跨って堆積し、両接続部７２Ａ、７２Ｂが短絡する
といった事態を防止できる。
【００２５】
　なお、加熱コイル６ＬＣの風下側に中継端子台７０Ｌを配置すると、加熱コイル６ＬＣ
の冷却により温度が上昇した冷却風が中継端子台７０Ｌを通過することになり、第１接続
部７２Ａ及び第２接続部７２Ｂの温度が上昇する可能性がある。しかし、中継端子台７０
Ｌには壁部７３が設けられており、壁部７３によって冷却風が遮断されるため、第１接続
部７２Ａ及び第２接続部７２Ｂの温度上昇を抑制することができる。
【００２６】
　ところで、加熱コイル６ＲＣに対する冷却風の主流は、図２に示すように矢印Ｍ５の流
れであり、中継端子台７０Ｒについては中央加熱源７との配置の関係から、冷却風の風下
側に中継端子台７０Ｒを配置できない。このような場合には、必ずしも（２－２）の配置
とせず、上記（２－１）の配置を満足するように配置すればよい。
【００２７】
（２－３）接続用開口７４が風下側に向けて開口するように中継端子台７０を配置
　加熱コイル６ＬＣに対する冷却風の主流は、図２に示すように矢印Ｍ８、Ｙ９の流れで
あり、その冷却風の風下側に向けて中継端子台７０Ｌの接続用開口７４が開口するように
中継端子台７０Ｌを配置している。
　このように配置することにより、冷却風が接続用開口７４側から中継端子台７０Ｌ内に
流入することを抑制できる。よって、冷却風に含まれる塵埃等が中継端子台７０の第１接
続部７２Ａ及び第２接続部７２Ｂに付着することを抑制できる。その結果、塵埃等が第１
接続部７２Ａ及び第２接続部７２Ｂに跨って堆積し、両接続部７２Ａ、７２Ｂが短絡する
といった事態を防止できる。
【００２８】
　ところで、加熱コイル６ＲＣに対する冷却風の主流は、図２に示すように矢印Ｍ５の流
れであり、中継端子台７０Ｒについては中央加熱源７との配置の関係から、矢印Ｍ５に示
す冷却風の風下側に向けて接続用開口７４が開口しているとは言い難い。しかし、加熱コ
イル６ＲＣの下方から加熱コイル６ＲＣに向けて上向きに噴出された冷却風は、矢印Ｍ５
やＹ１０に示す流れに引き込まれつつも、加熱コイル６ＲＣの上面を加熱コイル６ＲＣを
中心として半径方向に向けて流れる。よって、この流れも加熱コイル６ＲＣに対する冷却
風と捉えると、中継端子台７０Ｒも同様に、風下側に向けて接続用開口７４が開口するよ
うに配置されていると言える。
【００２９】
　以上説明したように、本実施の形態によれば上記（１）及び（２）の構造及び配置を採
用したことにより、中継端子台７０の第１接続部７２Ａ及び第２接続部７２Ｂへの塵埃付
着抑制効果と、短絡防止効果と、第１接続部７２Ａ及び第２接続部７２Ｂ部分の温度上昇
防止効果とを得ることができる。また、仮に第１接続部７２Ａ及び第２接続部７２Ｂに塵
埃等が付着したとしても、第１接続部７２Ａ及び第２接続部７２Ｂ間には短絡防止用の壁
７５が設けられているため、短絡防止効果を向上することができる。
【符号の説明】
【００３０】
　１　本体、２　天板、３　上枠、６Ａ　巻線端末の一端、６Ｂ　巻線端末の他端、６Ｌ
Ｍ，６ＲＭ，７Ｍ　案内マーク、６ＬＣ，６ＲＣ　加熱コイル、７　中央加熱源、９　グ
リル加熱室、１０　ドア、１１　排気ダクト、２０Ａ　吸気口、２０Ｂ　排気口、２０Ｃ
　排気口、３０　カバー、４０　回路ユニット、４１　第１のプリント基板、４２　第２
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のプリント基板、４３　中継リード線、４３Ａ　中継リード線の一方、４３Ｂ　中継リー
ド線の他方、５０　冷却ファン、６０，６１　加熱コイルユニット、６２　保持台、７０
、７０Ｌ，７０Ｒ　中継端子台、７１　基台、７２Ａ　第１接続部、７２Ｂ　第２接続部
、７３　壁部、７４　接続用開口、７５　壁、８０　水平仕切り板、８１　開口、１００
　統合液晶表示部、１１０Ｌ，１１０Ｒ　操作部、１１１Ｌ，１１１Ｒ　液晶表示部、１
２０　前面操作部、Ｎ　被加熱物。

【図１】 【図２】
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【図５】
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